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皇
紀
二
千
六
百
六
十
六
年
平
成
十
八
年
の
初
春
を
迎
え
、
新
年
を
寿
ぎ
賀
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
月
の
経
つ
の
は
誠
に
早
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
当
神
社
鎮
座
千
三
百
三
十
年
・
遷
座

百
三
十
年
祭
の
準
備
等
で
忙
し
い
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
無
事
斎
行
し
終
え

た
こ
と
は
、
大
神
様
の
大
御
威
は
も
と
よ
り
、
奉
賛
会
各
位
を
始
め
崇
敬
各
位
の
奉
賛
の
お
陰
と
深

く
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
感
慨
無
量
の
慶
び
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
故
渡
辺
奉
賛
会
長
の
式
年
大
祭
直
前
の
入
院
、
そ
し
て
思
い
も
よ
ら
ぬ
訃
報
に

接
し
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
無
念
き
わ
ま
り
な
く
悪
夢
と
し
か
申
し
あ
げ
よ
う
も
御
座
い
ま
せ
ん
。

生
前
、
神
社
に
敬
神
の
誠
を
捧
げ
戴
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
哀
悼
の

念
を
捧
げ
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
上
は
、
今
は
亡
き
渡
辺
会
長
の
意
を
完
し
、
記
念
事
業
の
完
遂
に
新
会
長
綿
貫
武
様
始
め
役

員
各
位
と
共
に
尽
力
し
、
天
佑
神
助
の
光
被
を
仰
ぎ
奉
り
度
く
願
っ
て
や
ま
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

奉
賛
会
各
位
・
崇
敬
者
各
位
の
更
な
る
篤
志
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
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渡
辺
奉
賛
会
長
逝
去

　

平
成
十
七
年
十
月
二
十
一
日
午
前
、
射
水

神
社
奉
賛
会
長
渡
辺
辰
男
氏
が
帰
幽
い
た
し
ま

し
た
。
渡
辺
辰
男
氏
は
平
成
十
年
よ
り
奉
賛
会

長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
平
成
十
七
年
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
式
年
大
祭
、
そ
し
て
近
年
の
奉

賛
会
組
織
に
対
す
る
重
要
施
策
に
つ
き
ま
し
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
調
整
力

と
、
信
念
を
ま
げ
ぬ
実
行
力
を
も
っ
て
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
誰
し
も
が
認
め
る
明
る
い

人
柄
は
、
社
務
運
営
に
お
い
て
も
重
要
な
柱
で

あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

生
前
の
ご
厚
情
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昔
か
ら
神
を
敬
い
、
祖
先
を
崇
め
る
と
い
う

の
が
、
日
本
人
の
心
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

私
達
の
祖
先
が
神
代
か
ら
、
連
綿
と
し
て
培
い

築
き
上
げ
て
来
た
歴
史
で
あ
り
文
化
で
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
が
先
の
戦
争
に
よ
り
僅
か
四
〜
五
十
年

に
し
て
、
歴
史
も
文
化
も
は
ぎ
取
ら
れ
、
何
も

か
も
日
本
が
悪
い
と
い
う
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
し
て
歴
史
を
剥
奪
さ
れ
た
為
に
、

我
々
日
本
人
の
中
に
も
、
そ
れ
が
本
当
だ
と
思

い
込
む
者
ま
で
出
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　

こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
事
で
あ
り
ま
す
。
仮

に
そ
れ
が
本
当
だ
と
し
て
も
、
八
世
紀
か
ら
二
十

世
紀
ま
で
の
永
き
間
、
白
色
人
種
で
あ
る
西
洋

人
が
、
ア
ジ
ア
の
有
色
人
種
国
を
植
民
地
と
位

置
づ
け
、
勝
手
に
居
座
る
こ
と
な
ど
は
、
何
と

解
釈
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
れ

ら
の
国
々
が
「
悪
う
御
座
い
ま
し
た
」
と
詫
び

て
い
る
と
い
う
法
を
私
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
日
本
だ
け
が
宰
相
が
替
わ
る
た
び
頭
を

下
げ
て
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

民
間
人
を
無
数
に
殺
戮
し
、
し
か
も
有
色
人
種

で
あ
る
と
の
故
を
も
っ
て
二
発
に
も
及
ぶ
原
子

爆
弾
投
下
の
如
き
は
許
し
が
た
き
野
蛮
行
為
で

あ
り
ま
す
。
明
ら
か
に
国
際
法
に
反
す
る
「
東

京
裁
判
」
と
い
う
蛮
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
本
国
へ
の
報
告
「
私
は
間
違
っ

て
い
た
、
あ
の
戦
争
は
日
本
の
自
衛
戦
争
で
あ
っ

た
」
と
の
告
白
は
闇
に
葬
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ

り
ま
す
。

　

日
本
を
歴
史
に
根
ざ
し
た
「
神
国
」
に
戻
す

努
力
を
怠
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
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平
成
十
七
年
九
月
十
六
日
の
ご
縁

日
を
中
心
に「
式
年
大
祭
」が
執
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
各
位
の
ご
恩
に
深
謝
す
る

と
同
時
に
、「
写
真
ア
ラ
カ
ル
ト
」と

題
し
、式
年
大
祭
の
経
過
報
告
を
行

い
ま
す
。

4



5



正
月
雑
感

　

天
地
万
物
の
自
然
や
人
も
、
四
季
の
移
ろ
い
に
従
っ
て

一
年
の
サ
イ
ク
ル
で
甦
り
繰
り
返
さ
れ
る
。
我
が
国
で

は
歳
末
と
も
な
れ
ば
、
御
節
料
理
仕
度
、
買
出
し
、
新
た

な
年
神
を
迎
え
る
た
め
に
、
家
中
を
大
掃
除
、
門
松
を
立

て
注
連
縄
を
張
り
巡
ら
し
、
一
家
総
出
で
の
大
忙
し
、
よ

う
や
く
年
の
瀬
を
迎
え
除
夜
の
鐘
を
聞
き
つ
つ
床
に
つ

き
、
鏡
餅
や
正
月
縁
起
物
の
蓬
莱
を
お
供
し
、
一
夜
明
け

て
の
新
し
き
年
の
初
め
、
そ
の
形
態
は
地
方
々
の
文
化
に

よ
っ
て
多
彩
で
あ
る
が
、
正
月
を
一
年
の
最
も
重
要
な
節

目
と
み
な
し
、
神
社
・
神
棚
・
祖
霊
舎
に
手
を
併
せ
、
行
く

年
の
災
厄
を
祓
い
、
来
る
年
の
幸
を
願
う
風
習
を
も
つ
国

柄
で
あ
る
。

　

正
月
を
迎
え
る
と
、
思
い
出
す
の
が
次
の
句
で
あ
る
。

　

元
日
や
一
系
の
天
子
富
士
の
山　
　
　
　

内
藤
鳴
雪

こ
の
句
は
、
戦
前
の
句
で
あ
る
が
、
床
の
間
に
こ
の
句
を
飾

り
、
万
世
一
系
の
皇
室
を
称
え
、
家
長
が
正
面
、
後
に
家
族

全
員
が
居
並
び
、
お
屠
蘇
や
雑
煮
な
ど
で
新
春
を
寿
ぐ
様

子
を
句
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
節
目
々

の
家
庭
の
祭
り
の
中
に
、一
年
の
家
内
安
全
を
祈
り
、一
家

団
欒
の
家
族
の
絆
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

昨
今
、
家
族
制
度
が
も
ろ
く
も
崩
壊
し

　

元
日
を
白
く
寒
し
と
昼
寝
な
り　
　
　
　

西
東
三
鬼

こ
の
句
の
よ
う
に
家
族
一
人
々
行
動
を
違
に
し
、
年
末
と

も
な
る
と
子
供
は
海
外
・
ス
キ
ー
に
出
か
け
正
月
に
居
な

い
。
正
月
の
祝
日
を
単
な
る
休
日
的
感
覚
で
、
新
春
を
寿

ぐ
家
庭
の
祭
り
は
省
略
さ
れ
た
正
月
、
年
賀
廻
り
も
省
略

し
た
元
旦
は
寝
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
現
代
の
世
相
を
反

映
し
た
句
で
あ
る
。

　

戦
後
六
十
年
が
過
ぎ
、
昨
今
の
日
本
の
社
会
状
況
は

あ
ら
ゆ
る
技
術
が
進
歩
し
、
経
済
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
便

利
な
世
の
中
に
な
り
、
一
見
快
適
な
生
活
の
様
に
見
え
る

が
、
そ
の
反
面
家
族
の
絆
を
弱
め
、
思
い
も
因
ら
ぬ
事
件

が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
技

術
の
進
歩
が
家
庭
に
普
及
し
、
物
理
的
に
人
が
一
人
で
生

き
て
い
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
自
分
し
か
見
え
な
い
利

己
主
義
・
個
人
主
義
が
こ
の
様
な
事
件
を
引
き
起
こ
す
要

因
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

人
は
物
質
的
に
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
そ
う
に
み

え
る
が
、
決
し
て
生
き
て
い
け
な
い
の
で
あ
り
、
人
の
お

陰
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
人
と

人
と
の
関
わ
り
の
中
に
は
必
ず
人
と
し
て
の
規
範
が
存

在
し
ま
す
。
そ
の
規
範
は
躾
に
よ
っ
て
、
躾
は
家
族
の
絆

に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
に
は
世

界
に
類
を
見
な
い
四
季
折
々
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

国
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
に
培
わ
れ

た
日
本
の
文
化
は
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
時
に
は
自

然
に
畏
敬
の
念
を
捧
げ
、
祭
事
に
よ
っ
て
表
現
し
、
人
の

生
き
様
を
育
み
生
活
の
中
に
生
き
続
け
て
来
た
の
で
あ

り
ま
す
。
自
然
を
畏
敬
し
罰
が
当
る
と
い
う
幼
児
に
も

判
る
抑
止
力
が
、
近
代
技
術
文
明
に
な
い
抑
止
力
が
躾
の

根
本
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

躾
や
心
の
教
育
は
、
家
庭
内
や
地
域
社
会
に
よ
っ
て
養

わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
の
日
本
で
は
地
域
社
会
で

は
望
む
べ
く
状
況
に
な
く
、
義
務
教
育
に
委
ね
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
無
理
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
一
度
、
先
人
の
育
ん
で
き
た
節
目
節
目
の
家
庭
の

祭
・
地
域
の
祭
事
を
通
し
、
人
と
人
と
の
連
帯
感
を
養
い

絆
を
深
め
る
事
こ
そ
、
心
の
教
育
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
写
真
提
供
／
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
）
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四
十
一
歳　

男　

昭
和
四
十
一
年
生

三
十
二
歳　

女　

昭
和
五
十
年
生

二
十
四
歳　

男　

昭
和
五
十
八
年
生

十

八

歳　

女　

平
成
元
年
生

四
十
三
歳　

男　

昭
和
三
十
九
年
生

三
十
四
歳　

女　

昭
和
四
十
八
年
生

二
十
六
歳　

男　

昭
和
五
十
六
年
生

二

十

歳　

女　

昭
和
六
十
二
年
生

四
十
二
歳　

男　

昭
和
四
十
年
生

三
十
七
歳　

女　

昭
和
四
十
五
年

三
十
三
歳　

女　

昭
和
四
十
九
年
生

二
十
五
歳　

男　

昭
和
五
十
七
年
生

十

九

歳　

女　

昭
和
六
十
三
年
生

平
成
十
八
年

祭
典
の
ご
案
内

厄
年
祓

【
前
厄
】

還か
ん

暦れ
き

六
十
一
歳

昭
和
二
十
一
年
生

古こ

稀き

七
十
歳

昭
和
十
二
年
生

喜き

寿じ
ゅ

七
十
七
歳

昭
和
五
年
生

傘さ
ん

寿じ
ゅ

八
十
歳

昭
和
二
年
生

米べ
い

寿じ
ゅ

八
十
八
歳

大
正
八
年
生

【
後
厄
】

祝
事
（
男
女
）

節
分
豆
打
ち

　

奉
仕
者
募
集

【
本
厄
】
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本
年
も
恒
例
に
よ
り
、
六
月
三
十
日
夕

日
の
候
、
夏
越
の
大
祓
が
約
百
五
十
人

の
参
列
の
中
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に

定
着
を
し
た
感
の
あ
る
「
人
形
清
祓
式
」

は
、
日
々
の
生
活
の
中
、
諸
般
の
理
由
で

や
む
を
得
ず
処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
た
人

形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
等
に
、
感
謝
の
誠
を
捧

げ
、
別
れ
を
告
げ
る
年
に
一
度
の
機
会
と

あ
っ
て
、
多
数
の
人
形
が
本
年
も
集
ま
り

ま
し
た
。
以
前
ま
で
は
所
謂
「
ど
ん
ど
焼

き
」
な
ど
神
札
・
御
守
類
を
焼
納
す
る
べ

き
浄
火
の
中
、
ぬ
い
ぐ
る
み
が
投
げ
込
ま

れ
る
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
信

仰
上
は
勿
論
、
地
球
環
境
な
ど
も
勘
案
し

て
、
好
ま
し
い
情
況
で
は
な
い
と
の
判
断

か
ら
、
毎
年
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

国
民
の
祝
日
「
文
化
の
日
」
と
し
て

十
一
月
三
日
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
来
は
我
が
国
が
近
代
化
を
果
た
す

上
に
お
い
て
、
国
民
と
と
も
に
力
を
尽
く

さ
れ
た
、
明
治
天
皇
の
威
徳
に
思
い
を
い

た
す
日
で
あ
り
ま
す
。
当
日
は
七
五
三
詣

の
た
め
、
多
数
崇
敬
の
皆
様
が
お
待
ち
に

な
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
事
の
次
第
を

ご
説
明
申
し
上
げ
、
祭
典
執
行
の
た
め
ご

協
力
を
要
請
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
初

め
て
聞
い
た
話
と
い
う
面
持
ち
の
方
が
多

数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね
趣
旨
ご
理

解
の
上
、
快
く
数
十
分
に
わ
た
る
祭
儀
の

間
、
控
え
室
に
て
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
「
神
社
の
境
内
で
子
供
が
遊
ぶ
姿
を
見

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
昨

今
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
も
十
一
月
を
中

心
に
参
詣
さ
れ
る
七
五
三
詣
は
、
昨
年
同

様
の
ご
参
拝
を
戴
き
、
土
曜
・
日
曜
な
ど

に
は
元
気
の
よ
い
子
供
達
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
活
気
あ
る
境
内
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
第
六
回
目
を
数
え
る
「
七
五
三

宮
参
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」（
富
山
青
葉

会
主
催
）
も
定
着
し
た
感
を
見
せ
、
数
多

く
の
出
品
作
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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二

日　

・
宮
司
富
山
市
日
枝
神
社
例
祭
参
列

七

日　

・
大
和
月
次
祭　

祢
宜
奉
仕

九

日　

・
炭
谷
権
祢
宜
、
富
山
支
部
主
催
ハ
ワ 

　
　
　
　
　

イ
慰
霊
旅
行
参
加

十
六
日　

・
炭
谷
・
清
水
両
権
祢
宜
、神
青
研
修
旅
行
参
加

二
十
一
日　

・
宮
司
、責
任
役
員
北
村
良
計
氏
葬
儀
参
列

二
十
二
日　

・
炭
谷
権
祢
宜
、北
陸
地
区
祭
式
講
習
会
参
加

二
十
七
日　

・
鎮
火
祭
並
び
に
陛
下
サ
イ
パ
ン
渡
航

　
　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

二
十
八
日　

・
奉
賛
会
理
事
会
開
催

三
十
日　

・
夏
越
大
祓

三

日　

・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー
開
催

五

日　

・
宮
司
、藤
井
庁
長
特
急
昇
進
祝
賀
会
参
加

七

日　

・
宮
司
、
神
社
庁
協
議
委
員
会
出
席

八

日　

・
大
和
月
次
祭
、
宮
司
奉
仕

十

日　

・
悪
王
子
社
例
祭
。宮
司
・
武
内
出
仕
奉
仕

　
　
　
　

・
清
水
権
祢
宜
、
書
道
展
審
査
会
出
席

十
六
日　

・
式
年
大
祭
に
つ
い
て
、
二
上
射
水
神

　
　
　
　
　

社
総
代
と
打
ち
合
わ
せ

十
八
日　

・
滋
賀
県
神
社
庁
東
浅
井
支
部
神
職
会
参
拝

二
十
一
日　

・
神
社
庁
雅
楽
部
研
修
会
出
席
の
た
め
、

　
　
　
　
　

祢
宜
・
炭
谷
・
清
水
両
権
祢
宜
出
席

二
十
四
日　

・
奉
納
書
道
展
表
彰
式

二
十
六
日　

・
高
岡
新
湊
支
部
総
代
会
・
神
職
会
開
催

三
十
一
日　

・
県
護
国
神
社
終
戦
六
十
周
年
記
念
大
祭
へ

　
　
　
　
　

祢
宜
・
炭
谷
・
清
水
両
権
祢
宜
奉
仕

一

日　

・
宮
司
、
県
護
国
神
社
奉
幣
大
祭
参
列

二

日　

・
埼
玉
氷
川
神
社
山
田
宮
司
他
三
名
参
拝

三

日　

・
浦
安
の
舞
講
習
会
地
子
・
石
王
丸
巫
女
参
加

四

日　

・
式
年
大
祭
奉
仕
者
打
合
会
開
催

六

日　

・
炭
谷
権
祢
宜
「
お
宮
を
描
く
写
生
大

　
　
　
　
　

会
」審
査
会
出
席

七

日　

・
三
支
部
合
同
祭
式
研
修
会
開
催

八

日　

・
大
和
月
次
祭
、
宮
司
奉
仕

十
六
日　

・
青
年
相
撲
土
俵
祭
、祢
宜
・
武
内
出
仕
奉
仕

十
八
日　

・
奉
賛
会
理
事
会
開
催

二
十
日　

・
炭
谷
権
祢
宜
、写
生
大
会
表
彰
式
出
席

　
　
　
　

・
新
潟
県
護
国
神
社
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー
見
学

　
　
　
　
　

宮
司
・
今
村
・
石
田
事
務
参
加

二
十
六
日　

・
清
水
権
祢
宜
・
武
内
出
仕
、神
社
庁
研
修
会
参
加

二
十
七
日　

・
諏
訪
社
秋
季
例
祭
、宮
司
・
炭
谷
権
祢
宜
奉
仕

　
　
　
　

・
清
水
権
祢
宜
、
神
社
庁
総
会

二

日　

・
明
治
神
宮
崇
敬
会
、富
山
地
区
大
会
へ

　
　
　
　
　

宮
司
・
祢
宜
・
炭
谷
権
祢
宜
参
加

三

日　

・
明
治
神
宮
権
宮
司
中
島
精
太
郎
氏
参
拝

四

日　

・
プ
チ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー
開
催

七

日　

・
射
水
協
賛
会
会
合
式
年
大
祭
奉
仕
者

　
　
　
　
　

打
合
会
交
通
規
制
打
ち
合
わ
せ

九

日　

・
大
和
月
次
祭
、
宮
司
奉
仕

十
一
日　

・
稚
児
社
参
拝
打
合
会

十
三
日　

・
宮
司
、
高
瀬
神
社
例
祭
参
列

十
四
日　

・
御
輿
遷
霊
祭
斎
行

十
五
日　

・
式
年
大
祭
記
念
御
輿
渡
御
祭

十
六
日　

・
式
年
大
祭

十
七
日　

・
式
年
大
祭
記
念
、稚
児
社
参
・
神
賑
行
事

　
　
　
　
　
（
民
謡
や
が
え
ふ
・
巴
太
鼓
）

十
八
日　

・
式
年
大
祭
後
日
祭

　
　
　
　

・
富
山
市
奥
田
神
社
氏
子
参
拝

二
十
一
日　

・
神
社
庁
教
化
委
員
会
全
体
会
議

　
　
　
　

・
富
山
青
葉
会
七
五
三
打
合
会
へ
宮
司
・

　
　
　
　
　

祢
宜
・
炭
谷
権
祢
宜
参
加

　
　
　
　

・
清
水
権
祢
宜
、神
社
本
庁
教
学
研
究
生

　
　
　
　
　

中
間
報
告
の
た
め
、
神
社
本
庁
出
向

二
十
四
日　

・
院
内
社
秋
季
例
祭
、
祢
宜
奉
仕

二
十
六
日　

・
日
吉
社
秋
季
例
祭
、宮
司
・
武
内
出
仕
奉
仕

二
十
九
日　

・
院
友
神
職
会
開
催

八

日　

・
大
和
月
次
祭
、
祢
宜
奉
仕

十
五
日　

・
炭
谷
権
祢
宜
、神
宮
初
穂
曳
参
加
の 

　
　
　
　
　

た
め
伊
勢
出
向

十
七
日　

・
神
嘗
祭
当
日
祭
斎
行

十
八
日　

・
高
岡
市
護
国
神
社
秋
季
大
祭
前
日
祭

十
九
日　

・
高
岡
市
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭

二
十
日　

・
高
岡
市
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭
後
日
祭

二
十
四
日　

・
宮
司
、奉
賛
会
長
渡
辺
辰
男
氏
葬
儀
参
列

二
十
八
日　

・
立
正
佼
正
会
高
岡
教
会
高
陵
支
部
参
拝

三

日　

・
明
治
祭
斎
行

七

日　

・
奉
賛
会
役
員
会

八

日　

・
大
和
月
次
祭
宮
司
奉
仕

　
　
　
　

・
宮
司
、
北
陸
四
県
教
化
委
員
会
の

　
　
　
　
　

た
め
石
川
県
出
向

十
五
日　

・
富
山
青
葉
会
七
五
三
反
省
会
の
た
め
、

　
　
　
　
　

宮
司
・
清
水
権
祢
宜
・
武
内
出
仕
富
山
市
出
向

十
六
日　

・
高
岡
新
湊
支
部
新
穀
感
謝
祭
参
加
の 

　
　
　
　
　

た
め
、
宮
司
炭
谷
権
祢
宜
伊
勢
出
向

二
十
三
日
・
新
嘗
祭
斎
行

　
　
　
　

※
毎
月
の
行
事

一　

日　

・
朔
日
祭

　
　
　
　

・
あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

十
五
日　

・
あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

二
十
三
日　

・
月
次
祭

新　

任　
　

巫　

女　

石
橋
由
佳
理

　
　
　
　

平
成
一
七
年
十
月
一
日

射
水
神
社
奉
賛
会

会　

長　

綿
貫　
　

武

副
会
長　

寺
　

敏
夫

副
会
長　

谷
道　
　

巌

　
　
　
　

平
成
十
七
年
十
一
月
七
日

退　

任　
　

巫　

女　

北　

久
美
子

　
　
　
　

平
成
一
七
年
九
月
三
十
日
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冬
の
味「
か
ぶ
ら
寿
し
」　

　

日
本
最
古
の
「
漬
け
物
」
形
状
は
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
的
。「
か
ぶ
ら
」
の
パ
ン
に
「
ブ
リ
の
切

身
」
と
い
う
肉
を
挟
む
。
琵
琶
湖
周
辺
に
伝

わ
る
「
鮒
（
ふ
な
）
ず
し
」
を
は
じ
め
、
全
国
各

地
に
は
地
元
に
根
ざ
し
た
「
な
れ
ず
し
」（
魚

介
類
を
主
原
料
と
し
た
ご
飯
を
用
い
て
乳
酸

発
酵
さ
せ
た
保
存
食
品
）
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
富
山
に
も
「
な
れ
ず
し
」
の
一
種
と
さ

れ
る
、
御
存
知
「
か
ぶ
ら
寿
し
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
か
ぶ
ら
寿
し
」
は
も
と
も
と
加
賀
藩

後
期
に
「
漁
師
が
豊
漁
と
安
全
を
祈
っ
て
正

月
の
儀
式
（
起
舟
）
の
馳
走
と
し
て
出
し
た
」

と
か
「
前
田
の
殿
様
が
深
谷
温
泉
に
湯
治
に
こ

ら
れ
た
時
の
料
理
に
出
さ
れ
た
」
と
か
、
い
ろ

ん
な
言
い
伝
え
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
記
録
と

し
て
は
「
金
沢
市
史
」（
風
俗
編
）
に
宝
暦
七
年

（
一
七
五
七
）
十
代
藩
主
重
教
の
頃
、
中
流
家
庭

の
年
賀
の
客
を
も
て
な
す
料
理
と
し
て
「
な
ま

こ
、
こ
の
わ
た
、
か
ぶ
ら
酢
（
す
し
）」
と
あ
る
。

　

北
陸
に
今
も
残
る
古
代
寿
し
。
現
在
で
も
各

家
庭
で
は
時
期
に
な
る
と
盛
ん
に「
か
ぶ
ら
寿

し
」を
漬
け
て
、互
い
に
味
自
慢
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
各
お
店
や
ご
家
庭
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
味
が
堪
能
で
き
ま
す
。
又
、
同
じ
方
が

作
っ
た
も
の
で
も
食
べ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
微

妙
に
味
が
違
っ
て
も
き
ま
す
。

　
「
か
ぶ
ら
寿
し
」
は
、
お
隣
り
石
川
県
金
沢

が
発
祥
名
産
の
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
富
山

に
も
深
い
関
連
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
冬
将
軍

も
近
づ
く
こ
の
時
期
「
ブ
リ
起
こ
し
」
と
言
わ

れ
る
雷
が
荒
れ
狂
い
ブ
リ
漁
が
始
ま
り
ま
す
。

中
で
も
富
山
湾
は
、
寒
ブ
リ
の
都
と
称
し
名
産

地
で
す
。

　

日
本
海
の
荒
波
に
も
ま
れ
、
脂
の
乗
っ
た

寒
ブ
リ
を
使
っ
た
も
の
が
「
か
ぶ
ら
寿
し
」
と

な
っ
て
、
今
現
在
も
年
末
・
年
始
に
は
欠
か
せ

な
い
冬
の
味
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

か ぶ ら 寿 し

平成17年６月～平成17年 11月迄

越
中
の
食
彩

御神恩をいただき、幸おおからん事を。御神恩をいただき、幸おおからん事を。御神恩をいただき、幸おおからん事を。

ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。
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⑤
山
の
神
・
水
の
神
の
「
二
上
神
」

　

越
中
の
国
ほ
ど
天
恵
に
よ
っ
て
豊
穣
な

国
は
な
い
。
射
水
郷
は
二
上
山
の
山
系
に

自
然
の
丘
陵
地
帯
と
射
水
川
の
水
恵
と
に

よ
っ
て
生
じ
た
越
中
文
化
の
発
祥
地
で
あ

る
。
我
々
の
祖
先
は
常
に
天
地
自
然
の
神
々

に
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
接
し
、
神
々
と
共

に
生
活
し
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

雲
上
高
き
天
津
御
空
、
波
上
遥
か
な
綿
津

見
、
或
い
は
清
流
称
え
る
河
川
に
神
々
の

坐
す
信
仰
が
生
活
の
奥
深
く
に
根
を
下
ろ

し
て
い
る
こ
と
は
、
脈
々
と
現
在
に
伝
わ
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
水
が
生
活
の
糧
で

あ
り
産
業
の
根
源
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。
射
水
川
は
二
上
山
の
裾
を
廻
っ

て
富
山
湾
に
注
ぐ
現
在
の
小
矢
部
川
で
あ

り
、
飛
越
国
境
（
岐
阜
県
・
富
山
県
）
に

源
を
発
し
て
、
西
部
山
麓
に
沿
っ
て
北
流

し
、
水
勢
も
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
、
河
口

は
伏
木
港
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
東
を
流

れ
る
庄
川
は
、
飛
騨
の
山
中
深
く
に
源
を

発
し
て
国
境
の
山
を
横
断
し
、
日
本
海
に

流
れ
つ
い
て
い
る
。
こ
の
両
川
は
古
来
度
々

流
路
を
変
え
な
が
ら
、
何
処
か
で
合
流
し

た
も
の
で
あ
り
、
射
水
川
と
い
う
川
名
は

こ
の
両
川
の
合
流
点
か
ら
下
流
を
呼
ん
だ

も
の
で
あ
っ
た
。
両
川
が
一
本
に
な
っ
た

射
水
川
の
雄
大
さ
は
、
と
て
も
今
の
小
矢

部
川
の
非
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
う
と
う
た
る
水
勢
と
広
漠
た
る
川
幅
は

想
像
も
で
き
な
い
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て

飛
越
国
境
の
山
々
の
雪
が
と
け
、
そ
の
上
、

豪
雨
の
伴
う
気
象
は
た
ち
ま
ち
水
量
を
増

し
、
穏
や
か
な
巨
川
も
怒
涛
の
狂
川
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。
射
水
川
を
灌
漑
と
用
水
に

利
用
す
る
こ
と
で
、
田
畑
の
豊
穣
を
神
の

天
恵
と
畏
み
な
が
ら
も
、
洪
水
の
頻
発
で

田
畑
を
破
壊
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
射
水

神
の
大
前
に
治
水
を
祈
り
、
旱
魃
の
際
に

は
「
天
真
名
井
」
に
詣
で
て
降
雨
を
祈
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
部
落
の
生
活
と
共
に
あ

る
射
水
川
の
神
霊
を
農
耕
治
水
の
神
と
崇

め
祀
っ
た
の
で
あ
る
。
二
上
射
水
神
社
の

「
天
真
名
井
」
は
現
在
、
水
が
止
ま
っ
て

お
り
そ
の
中
心
に
御
幣
が
立
ち
、
周
囲
約

二
メ
ー
ト
ル
の
柵
で
囲
ん
で
あ
る
だ
け
で

あ
る
が
、
百
数
十
年
ま
で
は
、
こ
ん
こ
ん

と
水
が
沸
い
て
い
た
。
土
地
の
人
々
は
射

水
川
の
水
路
か
ら
湧
き
出
る
水
に
、
神
が

憑
依
さ
れ
る
と
い
う
信
仰
を
根
源
と
し
て
、

射
水
神
の
坐
す
「
忌
水
（
い
み
ず
）」
と
称

し
、古
来
天
真
名
井
を
崇
め
て
い
た
。
社
名
、

郡
名
、
川
名
の
「
射
水
」
と
こ
の
「
忌
水
」

は
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
水
が

あ
っ
て
山
野
が
潤
い
豊
穣
な
田
地
が
増
え

又
、
山
の
積
雪
が
と
け
て
川
の
水
と
な
る

こ
と
は
天
地
自
然
の
法
則
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
人
々
神
々
へ
の
感
謝
、
信
仰
が
生
ま

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
と
川
は
表
裏
一
体

の
関
係
で
、
山
あ
っ
て
の
川
で
あ
り
、
川

あ
っ
て
の
山
で
あ
る
。
山
の
神
霊
「
二
上

神
」
と
川
の
神
霊
「
射
水
神
」
の
二
神
は

同
じ
神
霊
で
あ
る
と
い
う
信
仰
を
も
っ
た

二
上
山
を
中
心
と
し
た
民
族
は
、
恵
ま
れ

た
生
活
環
境
と
こ
の
信
仰
を
支
え
と
し
て
、

越
中
文
化
発
祥
の
根
源
と
基
盤
を
造
っ
た

の
で
あ
る
。
射
水
神
社
の
御
祭
神
の
御
神

徳
は
、
農
耕
治
水
の
神
と
尊
び
崇
め
た
が
、

農
耕
治
水
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
源
で
あ
る

か
ら
、
産
業
生
成
の
神
を
祀
る
と
し
て
も

よ
い
の
で
あ
る
。

発　

行 

射
水
神
社

発
行
所 

〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四

 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

T
E
L 

（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X 

（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所 

キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社
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ブライダルフェア

うつくしの杜、結婚式場

〒933-0044 高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）

(0766)22－0808お 問 合 せ

̶うつくしの杜ブライダルフェアのご案内̶

平
成18年２月19日（日）
模擬挙式／模擬披露宴／会場コーディネイト展示
婚礼料理試食会／ケーキ試食

プチブライダルフェア（予定）
平
成18年４月２日（日）
模擬挙式／トワイライトウエディング
会場コーディネイト展示／ケーキ試食

U R L http://www.imizujinjya.or.jp

j in jya-k@mbs.sphere.ne. jpEメール

参 集 殿 通 信 「手水の儀」

「手水舎」で身を潔めるお二人。

神前へ向かう前には必ず手と口をすすぎ身を潔める「手水の儀」を行います。

平成17年４月挙式　金田様ご夫妻

緑豊かな古城の杜、八百万（やおよろず）の神々に見守られての結婚式の始まりです。
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